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中英語頭韻詩 について

田 島 松 二

1

古 英語 、中英語 の テキス トを、語句 や語法 に こだわ りなが ら厳 密 に読 む とい

う訓詰 の学的 な作 業 を長 年 にわ た って続 けて きた。その間、先達 の研 究 か ら蒙 っ

た恩恵 ははか り知 れ ない。その一 方で、己 の力不足 とは関係 な く、欧米 の専門

家 の説 明や解釈 に疑問 を覚 える箇所 にもしば しば遭 遇 した。 日本 人だ か らこそ

気 にな る ところも少 な くなか った ように思 う。 その よ うな箇所 に関す る筆 者 な

りの考 えを、近 年、研究 ノー トとして幾 つか発 表 して きた(Tajima2000,田 島

2003,2006)。 小 論 もその ような試 みの一 つで ある。

今 回取 り上 げるテキ ス トは、14世 紀後半 の北西 中部(North-WestMidland)

方 言 で書 か れ た 頭 韻 詩Pearl(『 真 珠』)で あ る。Cleanness,Patience,Sir

GawainandtheGreenKnightと と もに、同一筆蹟 に よる14世 紀 末頃 の写

本CottonNeroA.xに 収 め られ ている。 これ ら4篇 はガウ ェイ ン詩 群(the

Gawain-poems)と 称 され、同一詩人 の作 とす る説 も有力 であ る。 当のPearl

は頭 韻 と脚韻 を併用 した複雑 な詩 的技巧 で知 られ、文 学的評価 も高 い1,212行

か らなるエ レジーであ る。刊本 テ キス トも、19世 紀後半 のMorris(1864)以

降 、優 に20を 超 え るし、現代 語訳 も10点 を下 らない。重要 な作 品で あ るこ

との証左 で あろ う。小論 は、その445-46行 、 と りわ け446行 目 の後 半 に関す

る語法 ノー トで ある。

まず、問題 の行 を含 む数行 をPearlの 標 準版 テキ ス トと目 され るGordon

(1953)か ら引用(下 線 は筆 者)す る。詩人 が夢 の中 で亡 き娘Pearlと 霊 魂 の

救 いについて議論 して い る くだ り(241-976行)の 一 節で ある。

 Pearl  , line 446

The court of be kyndom of God alyue 

Hat3 a property in hytself beyng: 

Alle bat may perinne aryue 

Of alle be reme is quen ober kyng,
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(大 意:生 ける神 の国の宮廷 には/本 来 備わ った特質が あ ります/こ こに

来 るこ とがで きる ものはすべて/こ の国全体 の女王か王 なので す/そ れで

いて他人 の物 を奪 うことな どないのです/そ れ どころかお互 いに相 手の持

ち物 を喜 び合 い/他 人 の冠が五倍 も価値 ある もので あれ ば よい と願 うので

す/も しもよ りよ くす るこ とがで きるものな ら)

こ こで取 り上 げ る冒頭 の2行(445-6)に 関 す る限 り、諸 テ キス ト間 の異同

は、綴 り字 を多少 現代風 に した もの は別 として、 勿醜 グを一語 として表記 して

いるか、hytselfと2語 に表記 して いるか 、とい う点だ けであ る。以下 、446行

目後半 の"inhytselfbeyng"に 関 して、1世 紀以 上 にわた り、大方 のテ キス ト

で受 け入れ られて きたhytあ る いはhytselfを 所 有格(属 格)、 後 続 のbeyng

を名 詞 とす る解 釈 は果 た して妥当か、 とい う問題 を考 えてみた い と思 う。

II

小 論 で検討 したPearlの 刊 本 テキス トは、明 らか に学習者 用 と考 え られ る も

の を含 め、計22点 であ る。 その うち、446行 目 に関 して注釈等 が一 切見 られ

ないの はMoorman(1977)と 成 瀬(1981)の2点 の みであ る。残 る20点 で

提示 されて い る解釈、説 明 を見て み よう。

傍 注、脚注 、 グロ ッサ リー等か ら判 断 して、 当該 箇所 の解 釈 は2つ に分 かれ

る。 一つ は、hytあ る いはhytSelfを 人 称代 名詞hy〃hit(=`it')の 所 有 格(属

格)、 後続 のbeyngを 名 詞 と考 える解釈 で ある。Pearlの 最 初 の刊本 テキス ト

であ るMorris(1864,18692)で は 、当該箇所 は"inhytselfbeyng"と な っ

て い る。つ まり、hytとselfは2語 として表記 され、傍 注(た だ し、厳密 な意

味 での傍注 で はな くて、いわ ゆるplotsummary)で は`initsownbeing'、

後 注 で は`initsverybeing'と パ ラ フレーズ されて いる。 グ ロッサ リーで は、

hytは 取 り上 げ られ て いな いが、446行 目 のbeyngは 名 詞 で、`being,exis-

tence'と い う意味 が与 え られ て い る。selfに は`very'と`same'の 意 味 が付

And neuer  ober 3et shcal depryue, 

Bot vchon fayn of opere3 hafyng, 

And wolde her coroune3 wern worpe po fyue, 

If possyble were her mendyng.(Pearl, 445-52)
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され てい るが、特 に446行 へ の言及 はな い。要 す るに、Morrisの 解 釈 は、hyt

は`its'の 意 の所有格 、selfは`own,very'の 意 の形容詞 、beyngは`being,

existence'の 意 の名詞 とい う ことであ ろう。 この19世 紀中葉 の解釈 が、今 日

に至 る まで大多数 のテ キス トで踏襲 され てい る。即 ち、hytselfと 分 か ち書 きし

た テ キ ス トのOsgood(1906),deFord(1967),Hillman(1961),Garbaty

(1984),Vantuono(1984,1987,1995)、 更 に辞 書のMED(s.v.hitpron.3。

(a))で あ る。hytselfの よ う に1語 に 綴 った テ キ ス トのHaskell(1969),

Dunn&Byrnes(1973,19902),Andrew&Waldron(1978,1987,1996),

Turville-Petre(1982),Stanbury(2001)も 、hytselfを`itsown'あ る いは

`itsvery'と 解 してい る
。文 法的説明 を付 した もの も2点 ある。Pearlの 標 準版

テキ ス トで あるGordon(1953)は グ ロ ッサ リーで、 このhytself自 体 を属格

とし、`itsown'と い う意味 を与 え、beyngは`nature'の 意 の名 詞 としてい る。

最新のBurrow&Turville-Petre(2005)も 脚 注 で、hytselfを わ ざわ ざ属格

と注記 し、hytselfbeingを`itsownnature'と 訳 して い る。 つ ま り、分 かち

書 きされ たhytselfで あ れ、一語 で綴 られ たhytselfで あ れ、hytの 所 有格(属

格)と い う解釈 であ る。(現 代語訳 は、意訳的 な表 現が多 く判 別 しに くい もの も

あ るが、直訳 的 な もの はほぼ上記 の解釈 に従 って いる。)

も う一 つの解釈 は、hytselfを 再 帰代名詞 、beyngを 現 在分 詞 と考 える立場 で

あ る。 しか し、 この解 釈 は小数派 で、実質的 には3種 類 のテキ ス トにしか見 ら

れない。まず、Sisam(1921)に 付 された、かのJ.R.R.Tolkienの グ ロ ッ

サ リー(s.vv.Ben&Hit)が 、 問題 のbeyngを 現 在分 詞、hytselfを`itself'

の意 の再帰代 名詞 と解 し、 このinhytselfbeyng全 体 に`inherent'と い う訳

語 を与 えてい る。 また、Everyman'sLibraryのCawley(1962),そ の 増補版

Cawley&Anderson(1976),更 に はその改訂新版 のAnderson(1996)は 、

問題 の箇所 を一貫 して`inherentinitself'と 解 してい る。(も っ とも、 この解

釈 は、脚 注で446行 目 を`Hasaspecialvirtureinherentinitself'と 訳 し

た最初の編者Cawley(1962&1976)の 見 解 と考 え るべ きであ ろう。)文 法的

説 明 こそ付 され ていないが、上記Sisam=Tolkien(1921)と 同 じ解 釈 であ

る。なお、Gollancz(1921)はhytselfをhytとselfの2語 に表記 しなが ら、 こ

の445-46行 を`ThecourtoftheKingdomofLivingGodhathinitself

thisproperty'と 訳 している。 これ も同 じ解 釈 と見 て よい。

以 上の よ うに、従 来の解釈 で は、446行 目のhytあ る いはhytselfを 代 名詞

の所 有格(属 格)、 後続 のbeyngを 名 詞 と考 える立 場が、hytselfを 再 帰代名 詞、
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beyngを 現 在分詞 と考 える立場 よ り遙 かに優 勢で あ る。実際 の ところ、 どち ら

の解 釈 で も、文意 自体 は大 して変 わ らな い。 とはいえ、前者 の解釈 に は、語法

的 に見 て、や や無理 が あるので はないか とい うのが筆者 の考 えで ある。以下 で、

その あた りの こ とを考 えてみ たい。

III

今 日、selfと の複合 形 を とる再帰 代名詞 はmyself,himself,itselfの よ うに1

語 で表 記す るのが一般的 であ る。selfは も と もと(代)名 詞 を強め るため に、同

格的 にあ とにつ けて使わ れた別 語 である。中英語 で は、写本 で は2語 にな って

いて も、刊 本 テキス トで は1語 で表記す る場合 が多 い ようで ある。従 って、Pearl

の 刊 本 テ キス トで も、hytselfの よ うに2語 に表記 したテキ ス トと、hytselfと

1語 で表 記 したテキス トがあ るこ とは前節 で見た とお りで ある。

CottonNero写 本 の フ ァクシ ミ リ版 を見 る と、hytとselfと の 問 に は確 か

に間 隔が置かれ てい る。(他 の再帰代 名詞の場合 も同様で あ る。)Pearlの 最初

の編者Morris(1864,18692)は 、 写本 の"hytself"を 、hytselfと1語 で はな

く、写 本 に忠 実にhytselfと2語 で表記 し、その上 で、hytを`its'の 意 の所有

格 、selfを`own,very'の 意 の形容 詞、beyngを`being,existence'の 意 の

名詞 と解 したの である。先述 した ように、 この ほぼ1世 紀 半 も前 の解釈 が今 日

に至 る まで、 ほ とん どすべ ての刊本 テキス トで踏襲 されてい る。2語 に分 か ち

書 きされ てい ないhytselfと い う再 帰形 をその ままで所有格(属 格)と 考 え る解

釈 も、Morrisの 流 れ を汲 む もの と考 えて よいで あろ う。辞書類 で は、MED(s.

v.hitpron.3。(a))が 所 有格 のhit(=`its')の 項 で、特 にhitselfbeing

と い う表 現 を取 り上 げ、`itsownbeingornature'と い う訳 語 を付 して い

る。 しか し、そ の引 用 例 は このPearl446の み で あ る。OED(s.v.Itself ,

pron.4)に 唯 一 引用 され てい るitselfの 所 有格 の例 は明 らか に誤 読 に よる も

のであ る。1)筆 者が知 る限 り、hitself/hitselfをhitの 所 有格 と解 せ る例 はほ

1)OED(s .v.1tself,pron.4.)が 挙 げる例は次のものである。

この例は、MED(s.v.hit-selfpron.1.(d))で は、hit-selfが 前置詞の目的語の例 と

して引用されている。

 a1300 Cursor M. (Gott.) 9466 So by na thing was neuer wroght, at thoru 

it seluen miss ne moght Fall dun into lauer state.
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か に ど こ に も記 録 さ れ て い な い。Pearl446の 例 は 文 字 通 り`hapax

legomenon'で あ る。 もっ とも、(h?it自 体 に所 有格用 法が ないわ けで はない。

中英語 で は、3人 称単 数 中性 の人称 代名 詞hit/hyt/itの 所 有格 は男性 形 と

同 じhisで あ る。 しか し、hit/hyt/itを そ の まま所有格 として用 いる用 法 もあ

り、 ガウ ェイン詩群 に初 出す る。2)Pearlに も所有格 のhit(=`its')が3例 見

られ る。 その うちの1例 は次 の例 で ある。

(私 は岸辺沿 い に曲が りくね って流 れ る川 に辿 りついた/ほ ん とに その川 を

飾 って いる もの は見事 であ った)

所 有格 のhit(=`its')は 、 、Pearlの3例 以 外 に も、 同 じガウェイン詩 群の

Cleannessに7例 、.翫漉η66に2例 見 られ る。3)し か し、その ようなhitが 形

容詞 のselfと 共 起 して名 詞 を修飾す る例 は見 られ ない。い ずれ も上例 の よ う

に、いか な る形容詞 も介在 す るこ とな く、名 詞 を直接修飾 す る例 ばか りであ る。

一方
、人称代 名詞hit/hytと 共 起 す るself/seluenは 、ガ ウェイ ン詩群全体

で次 の3例 の みであ る。

(本 来備 わ った特質 があ ります)

Cleanness281:Whenheknewvchecontrecorrupteinhitseluen,

(神 は どの国 も内部 が堕落 して しまったの を知 った とき)

Gawain1847:Forhitissympleinhitself?Andsohitwelsemez.

(そ れ がつ ま らない ものだか らで し ょうか?本 当 にそう思 われ ますわ)

Pearlの 例 はさてお き、他 の2例 は、間違 いな く、通常 の`itself'の 意 の再帰

代 名詞 であ る。(こ の2例 とも、写本 で は"hytseluen","hytself"と そ れぞ

2)Gordon1953
,p.110;Mustanoja1960,pp.157-58;MED,s.v.hitpron.3.(a)等

参照。
3)Tajima1978

,p。196参 照。

I wan to a water by schore  bat schere3— 

Lorde, dere wat3 hit adubbement! (Pearl 107-8)

Pearl 446: Hat3 a property in hytself beyng;
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れ2語 に分 か ち書 き され てい る。)同 様 に、Pearlの 例 も通 常 の再 帰代 名詞 と

考 える ことに不都合 はない ように思われ るが、先 に見 た ように歴代 の編 者 たち

は所有格(属 格)と 考 えてい る。

次 に、selfの 用 法 の点 か ら考 えてみ よ う。 ∫砺selzaenが 人 称代 名詞 の所有

格 と共 起 す る 例 は、問 題 のhytself(Pearl446)を 別 に す れ ば、myself/

myseluen,Pyself/Pyseluenの み である。 ガ ウェイ ン詩群 全体 で も、 それ が名

詞 を修飾 す る例 は1例 もない。 つ まり、人称代名 詞の所有格 がs頭seluenと

い う形容 詞 と共起 して名詞 を修 飾す る例 は、Pearlは もち ろん、 ガウ ェイ ン詩

群 の他 の作 品 に も全 く見 られな い。名 詞 を修飾 す るselfは す べ て次 に示す よ

うに、単 独で、あ るい は冠詞 か指示詞 を伴 って、`same,very'の 意 を表す純然

た る形容 詞で あ る。

この よ うに見 て くる と、Morris(1864)やMorris以 降 の 多 くの編 者、更

にはMEDの よ うに、Pearl446のhytを 所 有 格(属 格)、selfを 形 容詞 と解

す る 考 え 方、 あ る い は、Gordon(1953)や 最 近 のAndrew&Waldron

(1978,1987,1996),Burrow&Turville-Petre(2005)の よ うに、hytselfそ

の ものを所有格(属 格)と 解 す る考 え方 は、Pearl446に 限 られ た、極 めて例外

的 な解釈 で ある と言わね ばな らない。理論的 にはあ り得 る として も、実 際 には、

ほかに用例上 の裏 付 け もない。 とすれ ば、その よ うな無理 な解釈 に与す る よ り

も、ここはむ しろ、hitself/hitselfを 、 中英語 で も一 般的 な`itself'の 意 の再帰

代 名詞 ととる方 が 自然で はなか ろ うか。

勿 醜 グを通 常の再帰代名 詞 と見 なす こ とによ り、当該箇 所 に関す る語法 も無

理 な く説 明で きる。つ ま り、ababababと い う脚韻 形式 を満 たす ために は、446

行 目 の行末 に 一yng形 を もって くる必 要 があ る(446beyng,448kyng,450

hafyng,452mendyng)。 その ために、"beynginhytself"のbeyngが 後 置 さ

Pearl: 203 of self sute  `of the same colour'; 1076 be self sunne `the 

   sun itself'; 1046 be self God `God himself'. 

Cleannes: 660 bat selue Sare `That same Sarah'; 1418 bifore be 

   self lorde `in front of the lord himself'; 1769 at the self tyme 
`at the very time' . 

Gawain: 751 bat self nY3t `that very night'; 2147 be self chapel `the 

   very chapel'
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れ て、"inhytselfbeyng"と い う語順 になったので はないか。 その よ うに考 え

れ ば、 このbeyngは 先 行す るProPertyを 修 飾 す る現在 分詞 とい うこ とにな

る。Sisam=Tolkien(1921),Cawley=Anderson(1962,1976,1996)

も、脚韻 の ことにはふれ ていないが、同 じように考 えたので はなか ろ うか。 こ

の解釈 で ひ とつ気 になる点 は、北西中部 方言で書 かれ たガ ウェイン詩群 の現在

分 詞語 尾 は、-ande語 尾 が規則 的 で あ り、-yng語 尾 は まだ一般 化 して い な

か った こ とで あ る。 しか し、 そ の 一yng語 尾 が、Pearlに1例(1175sy-

kyng)、Gawainに2例(753sy勿 ηg,2126gruchyng)見 られ る。4)小 数 とは

い え、同一作 品(群)に 見 られ る ことは、Pearl446のbeyngを 現 在分 詞 と解

せ る傍証 にな る。

筆者 の考 えが妥 当であ る とす れば、この446行 目 の解釈 は、直訳 すれ ば、`...

hasapropertybeinginitself'(そ れ 自身 に内在 す る特質 が あ る)、Cawley

(1962)を 借 用 すれ ば、`...hasaspecialvirtueinherentinitself'(本 来 備

わ った特 質が ある)と い う ものであ る。

以 上、 中世 英文学 の珠玉 とも評 され るPearlを 取 り上 げ、446行 目後 半 の
"i
nhytselfbeyng"に 関 して、今 日最 も広 く行 われて いる"initsownbeing

ornature"と い う解釈 の妥 当性 を、語法的 な観点 か ら再検討 した。

筆 者の結論 は、hytを 無 屈折 の所 有格、selfを 形 容詞、beyngを 名 詞 と解す

るMorris(1864)を 始 め とする多数派の解釈 、その延長線上 に あるhytselfと

い う再帰形 その もの を所有格 、beyngを 名 詞 と解 す るGordon(1953)やBur-

row&Turville-Petre(2005)ら の解釈 に は統語法上 無理が あるのではないか

とい う ものであ る。文意 に大差 はない とはい え、 中英 語で も用例上 の裏付 けが

全 くない解釈 に従 うよりも、Sisam=Tolkien(1921)やCawley=Ander-

son(1962,1976,1996)ら 少 数派 に な らって、hytselfを 通 常 の再帰 代名 詞、

beyngを 脚 韻 の要請 によ り後 置 され た現在分 詞 と考 えるべ きで はないか。その

方が統語法 上 も無理 の ない解釈 がで きるので はないか、 とい うことで ある。

4,ガ ウェイン詩群全体では
、現在分詞語尾は、-ande157例 、-and1例 、-ende1例 、-yng

はPearl446の 例 を含めて4例 という分布を示 している(cf.Tajima1970,p.51)。
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